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は
現
状
を
踏
ま
え
た
新
た
な
「
市
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

利
用
者
の
声
を
反
映
さ
せ
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
運
営
を
改
善
し
よ
う
と
昨
年
度
、
バ
ス
の

利
用
率
が
低
い
市
内
の
中
山
間
地
域
で
座
談

会
を
実
施
。
そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
路
線

や
時
刻
な
ど
を
見
直
し
、
今
年
10
月
か
ら
新

た
な
運
行
を
始
め
ま
す
。

座
談
会
で
は
「
乗
客
が
少
な
い
バ
ス
を
走

ら
せ
る
の
は
無
駄
」「
車
が
運
転
で
き
る
か

ら
バ
ス
は
い
ら
な
い
」「
バ
ス
が
ど
こ
を
走
っ

て
い
る
か
知
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
も
多
数

出
ま
し
た
。
一
方
、
計
画
策
定
の
ア
ン
ケ
ー

イ
カ
ー
の
利
用
者
の
多
さ
や
交
通
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
利
用
者
の
減

少
に
歯
止
め
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。
年
間
約
７

５
７
万
人
を
超
え
る
観
光
客
の
移
動
手
段
の

確
保
も
大
き
な
問
題
で
す
。

特
に
利
用
者
の
減
少
が
続
く
バ
ス
事
業
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
民
間
バ
ス

事
業
者
へ
の
運
行
経
費
の
赤
字
補ほ

填て
ん

や
、
ふ

れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
委
託
料
を
負
担
。
そ
の

金
額
は
年
間
約
１
億
７
千
万
円
に
上
り
（
グ

ラ
フ
１
）、
財
源
の
一
部
に
は
私
た
ち
の
税

金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
昨
年
３
月
、
市

ト
調
査
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
利
用
者
の

85
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
「
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
る
と
外
出
す
る
機
会
・
場
所
が
減
る
」

「
移
動
に
か
か
る
費
用
が
増
え
る
」「
日
常
生

活
が
送
れ
な
く
な
る
」
と
い
う
意
見
が
多
く

を
占
め
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
）。

世
代
や
生
活
環
境
な
ど
で
需
要
や
考
え
方

が
大
き
く
異
な
る
「
公
共
交
通
」。
財
政
負

担
や
利
便
性
の
改
善
な
ど
多
く
の
難
題
を
抱

え
な
が
ら
も
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
絶
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
今
後
、
こ
の
問
題
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（グラフ１）バス利用者数、財政負担の推移

（グラフ２）バス廃止の影響への主な意見（複数回答）

霧
島
市
は
全
国
で
９
番
目
の
利
用
者
数
を

誇
る
鹿
児
島
空
港
や
Ｊ
Ｒ
九
州
の
２
路
線
、

九
州
自
動
車
道
の
５
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
あ
る
交
通
の
利
便
性
が
良
い
ま
ち
で
す
。

そ
の
ほ
か
市
が
運
行
し
、
各
地
区
内
を
巡

る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
（
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
）、
民
間
事
業
者
が
運
行
す

る
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
国
分
・
隼
人
の

市
街
地
を
巡
る
市
街
地
循
環
バ
ス
、
観
光
地

間
を
つ
な
ぐ
観
光
バ
ス
、
朝
夕
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
民
間
路
線
バ
ス
や
ふ
れ
あ
い
バ
ス

な
ど
は
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
「
霧
島
市

地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
踏
ま
え
て
運
行
さ

れ
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
市

民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

難
題
山
積
み
、
公
共
交
通
の
未
来

移
動
手
段
が
豊
富
な
霧
島
市
で
す
が
、
マ

公
共
交
通

と
い
う
選
択

皆
さ
ん
、
近
頃
バ
ス
や
電
車
に
乗
り
ま
し
た
か
。

霧
島
市
に
は
身
近
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
や
電
車
な
ど
が

走
っ
て
い
ま
す
が
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

公
共
交
通
機
関
は
私
た
ち
や
次
の
世
代
の
市
民
に
と
っ
て

ど
ん
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
ら
た
め
て
、
公
共
交
通
機
関
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

10
年
後
の
交
通
難
民
問
題
を
考
え
る
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①外出することが少なくなる　②交通費が高くなる　③外出できる場所が
少なくなる　④日常生活（通勤、通学、買い物、通院、趣味・娯楽など）
が送れなくなる

昨年度、中山間地域で実施した公共交通座談会

市地域公共交通網形成計画より

地域政策課調べ
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４年前に運転免許証を返納し
てから移動手段はバスだけで
す。買い物や病院、農協や市
役所の用事で毎週２日、自宅
と国分駅を往復します。自宅
からバス停まで７分ありますが、
ちょうどいい運動ですね。車
を運転しないと事故を起こす
心配が無いので、家族を安心
させられてよかったです。

息子は小学１年から毎朝バス
で３㌔先の牧之原小学校へ
通学しています。夫も私も朝
から共働き。バスで通学でき
るため、私の地元・佳例川に
家を建てようと思いました。帰
りもバスだと不審者の心配も
ありません。運転手さんが親
切で、毎日通学が楽しいと息
子も喜んでいます。

「
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
10

年
後
の
自
分
や
家
族
が
、
ど
こ
で
ど
う
暮
ら

し
て
い
る
の
か
想
像
す
る
こ
と
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
市
の
公
共
交
通
網
形
成

計
画
策
定
に
有
識
者
と
し
て
参
加
し
た
内
田

一い
っ

平ぺ
い

さ
ん（
45
）で
す
。
鹿
児
島
工
業
高
等
専

門
学
校
の
准
教
授
で
、
都
市
環
境
を
専
門
に

研
究
し
て
い
ま
す
。

10
年
後
の「
移
動
」予
想
図

公
共
交
通
機
関
の
維
持
は
「
今
後
最
も
難

し
く
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
の
一
つ
」
と
語

は
交
通
事
故
の
加
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
責

任
面
・
金
銭
面
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
。

も
う
一
つ
、
車
の
維
持
費
が
公
共
交
通
機
関

を
使
う
よ
り
大
き
い
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。

車
を
持
た
な
け
れ
ば
、
車
が
無
く
て
も
生
活

で
き
る
環
境
や
手
段
を
自
然
と
考
え
る
の
で
、

大
き
な
不
自
由
は
感
じ
ま
せ
ん
」

乗
っ
て
見
え
る
、利
便
性
と
問
題
点

公
共
交
通
機
関
を
維
持
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
市
民
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
内
田
さ
ん
は
「
と
に
か
く
一
度
で
い

い
か
ら
使
う
こ
と
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
市
民
の
ほ

と
ん
ど
が
ま
ち
の
公
共
交
通
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い
よ
う
で
す
。
使
わ
な
い
と
事
業
者
の

そ
の
危
機
感
を
住
民
で
共
有
す
べ
き
で
す
。

自
分
に
は
無
関
係
で
も
10
年
20
年
後
、
親
が

免
許
を
返
納
す
る
か
も
、
子
ど
も
が
バ
ス
で

通
学
す
る
か
も
と
考
え
れ
ば
、“
自
分
ご
と
”

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
移
動
の『
選
択
肢
』

を
次
世
代
に
残
す
責
務
が
あ
る
の
で
す
」

さ
ら
に
交
通
網
の
整
備
は
ま
ち
の
魅
力
づ

く
り
に
も
欠
か
せ
な
い
と
続
け
ま
す
。

「
市
外
か
ら
の
来
客
は
土
地
勘
が
あ
り
ま

せ
ん
。
一
番
見
せ
た
い
観
光
地
を
ス
ト
レ
ス

無
く
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
ま
ち
の
印
象
を
大
き

く
左
右
し
ま
す
。
悪
け
れ
ば
観
光
客
を
逃
す

可
能
性
も
十
分
あ
り
ま
す
」

移
動
に
付
き
物
の
コ
ス
ト
面
で
も
興
味
深

い
話
を
し
ま
す
。

「
私
は
運
転
免
許
を
持
ち
ま
せ
ん
。
理
由

赤
字
は
減
り
ま
せ
ん
。
乗
れ
ば
市
民
が
当
事

者
意
識
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
、
利
便
性

以
上
に
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
を

市
の
交
通
計
画
に
反
映
す
れ
ば
、
改
善
の
糸

口
が
見
え
る
は
ず
で
す
」

利
用
促
進
の
た
め
、
40
年
続
い
た
赤
字
経

営
を
黒
字
化
さ
せ
た
北
海
道
帯
広
市
の
十
勝

バ
ス
㈱
の
話
を
引
用
す
る
内
田
さ
ん
。

「
社
員
が
バ
ス
の
時
刻
表
や
路
線
図
を
各

家
庭
に
手
配
り
す
る
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
地

道
に
続
け
た
結
果
、
次
第
に
利
用
者
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
市
で
は
バ
ス
の
時
刻
や
乗

り
場
を
相
談
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
利
用

し
て
一
度
は
乗
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
さ
ら
に

地
域
で
乗
り
方
や
バ
ス
停
な
ど
を
教
え
合
う

こ
と
が
大
事
で
す
。
交
通
の
衰
退
は
地
域
の

衰
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。
10
年
後
も
自
分
の

地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
た
ち

で
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
」

気
を
強
め
る
内
田
さ
ん
。
特
に
団
塊
世
代
の

高
齢
化
の
影
響
が
深
刻
だ
と
い
い
ま
す
。

「
近
年
、
高
齢
者
が
加
害
者
に
な
る
交
通

事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
の
道

路
交
通
法
改
正
で
認
知
症
検
査
が
強
化
さ
れ
、

今
後
運
転
免
許
の
取
り
消
し
や
自
主
返
納
が

増
え
る
こ
と
は
確
実
。
高
齢
者
の
移
動
を
支

え
る
家
族
や
親
戚
も
、
近
年
の
核
家
族
化
で

近
く
に
い
な
い
た
め
、
交
通
難
民
の
大
量
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
」

そ
ん
な
状
況
の
受
け
皿
と
な
る
の
が
、
従

来
の
交
通
弱
者
の
移
動
を
支
え
て
き
た
公
共

交
通
機
関
（
グ
ラ
フ
）。
し
か
し
利
用
者
が

減
り
、
国
や
自
治
体
の
支
援
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

「
規
制
緩
和
に
よ
る
経
営
合
理
化
で
多
く

の
バ
ス
事
業
者
が
路
線
の
廃
止
・
縮
小
を
進

め
、
そ
れ
が
利
用
者
を
減
ら
す
悪
循
環
に
陥

り
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
で
運
転
手
の
確
保

も
難
し
く
、
将
来
バ
ス
や
電
車
が
無
い
時
代

が
来
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
」

目
指
す
移
動
の
姿
と
は

高
齢
化
対
策
と
事
業
者
の
経
営
改
善
。
２

つ
の
難
題
に
、
内
田
さ
ん
は
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
ま
ち
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
強
調
し
ま
す
。

「
最
大
の
目
的
は
、
マ
イ
カ
ー
無
し
で
も

最
低
限
移
動
で
き
る
手
段
を
将
来
に
わ
た
っ

て
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
公
共
交
通
機
関
は

一
度
廃
止
に
な
る
と
、
復
活
は
ほ
ぼ
不
可
能
。

高齢者の交通事故防止と外出の促進を図
るため、市内に住む65歳以上で運転免許証
を自主返納した人を対象に自主返納メリッ
ト制度を実施しています。
お住まいの管轄の警察署（霧島警察署か
横川警察署）で運転免許証を返納し、自主返
納カードを作った人が協賛店でカードを示
すと、下記や市ホームページで紹介する割
引などの特典が受けられ
ます。（協賛店にはステッ
カーが掲示されています）
自分の運転に自信がな
くなった、車に乗らなく
なったという人は、制度
をご活用ください。

◦�運転免許証自主返納カードで
　タクシー料金が１割引
鹿児島空港タクシー事業協同組合（☎58-
2399）に加盟する11社のタクシーを利用した
際、利用料金が１割引されます。

◦�共通乗車カードを交付
循環バス、いわさき・南国交通などのバス
を中心とした公共交通機関で利用できる「かご
しま共通乗車カード（1万4,500円分）」１枚を、
１回限り無償交付します。

◦�身分証代わりに
自主返納者が警察署に申請すると交付される

「運転経歴証明書」は、公的な身分証明書として
利用できます。

�問＝��安心安全課��☎（64）0997

10年後に移動手段を残せるか
高齢化や事業の経営悪化で地域の交通手段が無くなるかもしれません。
対策は「待ったなし」です。

正
しょう

徳
と く

 義
よ し

一
か ず

さん（74）
（国分上之段在住）

柏木幸
ゆ き

美
み

さん（48）

壮
た け

裕
ひ ろ

君（11）
（福山町佳例川在住）

高齢者運転免許証

自主返納メリット制度

子
の
通
学
に
バ
ス
利
用
。
移
住
の
選
択
肢
の
一
つ
に

免
許
返
納
後
も
バ
ス
で
、
安
心
・
満
足
な
生
活

公共交通という選択

内田 一平さん（45）
秋田県出身。長岡技術科学大学卒業。平成12
年から鹿児島工業高等専門学校に勤務。現在、
都市環境デザイン工学科准教授。隼人町在住。
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（グラフ）バス利用者の年齢構成
霧島市の運転免許証自主返納者数の推移
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20〜30代

市地域公共交通網形成計画より

鹿児島県警調べ
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扌市ホームページ
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詳しく紹介してい
ます。

10年後の交通難民問題を考える
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■デマンド交通とは
　予約型の乗り合いタクシーです。乗り合う人の自宅近くの
停留所まで順番に迎えに行き、目的地の停留所まで送ります。
　現在溝辺地区と霧島地区の一部で運行し、10月から福山地
区の一部が加わります。詳細は各地区の「おでかけマップ」に
掲載しています。利用するには事前登録をし、前日の午後５
時までに予約が必要です。
◦�登録場所＝溝辺、霧島、福山の各総合支所地域振興課

■ふれあいバス・デマンド交通運賃

■フリー乗降区間とは
　中山間地域の一部区間では、バス停留所以外でもバスに乗
降できます。ただし乗降可能な場所はバス路線上に限ります。

■便利なICカードを
　ご利用ください
　ICカードはバス内で購入・
チャージできます。購入は３
千円から。チャージは千円単
位で上限１万円まで。

区分 運賃額
中学生以上 150円／ 1乗車
小学生 80円／ 1乗車

第1種身体・知的障がい者 80円／ 1乗車
(本人、介護者１人まで）精神障がい者（1級）

第2種身体・知的障がい者 80円／ 1乗車
（本人のみ）精神障がい者（2級）

未就学児 無　料

初
め
て
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
利
用
し
た
日
髙

さ
ん
た
ち
。
そ
こ
で
出
た
話
が
「
も
し
将
来

車
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
ら
」
と
い
う
不
安
で

し
た
。

免
許
返
納
や
病
気
な
ど
は
思
い
が
け
ず

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
、
公
共
交
通
機

関
を
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
健

康
な
今
の
う
ち
に
、
移
動
の
選
択
肢
を
増
や

し
、
楽
し
む
方
法
を
見
つ
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

10
月
か
ら
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
路
線
図
や
時

刻
表
が
変
わ
り
ま
す
。
昨
年
の
座
談
会
で
出

た
意
見
を
反
映
さ
せ
、
で
き
る
限
り
中
山
間

地
域
か
ら
も
各
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、

市
街
地
の
拠
点
施
設
ま
で
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
本
号
と
一
緒
に
自
治

会
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る
「
公
共
交
通
お
で

か
け
マ
ッ
プ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
も
市
が
行
う
公
共
交
通
の
出
前
講

座
や
「
私
の
時
刻
表
」
作
成
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
自
分
や
家
族
、
地
域
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
一
人
一
人
の
利
用
が
、
次
の
世
代

へ
「
命
」
の
移
動
手
段
を
残
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

自
宅
（
論
地
バ
ス
停
）

Ｊ
Ｒ
隼
人
駅

市
役
所

市
街
地
（
国
分
駅
）

ふれあい
バス

ふれあい
バス

循環バス

JR

徒歩

22分
150円

まち
歩き

22分
150円

7分
170円

4分
160円

日
髙 

や
す
子
さ
ん（
68
）

（
溝
辺
町
在
住
）

「
私
の
時
刻
表
」
を
市
の

担
当
者
と
一
緒
に
作
成
。

支
払
い
が
楽
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

車
内
で
購
入
。

隼
人
駅
で
循
環
バ
ス
に

乗
り
換
え
て
市
役
所
へ
。

帰
り
は
Ｊ
Ｒ
で
。

国
分
駅
で
乗
車
券
を
購
入
し
、

隼
人
駅
へ
。

隼
人
駅
か
ら

ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
自
宅
近
く
へ
。

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
！

市
役
所
周
辺
を
散
策
し
、

買
物
や
食
事
を
満
喫
。

仲
間
同
士
お
し
ゃ
べ
り
に

花
が
咲
く
。

定
刻
ど
お
り

ふ
れ
あ
い
バ
ス
到
着
。

公共交通出前講座

み
ん
な
も

乗
っ
て
み
よ
う

いざ、公共交通でのお出掛けに挑戦
日ごろ車で移動する市民の皆さんに、公共交通機関を利用してもらいました。
使い勝手はどうだったのでしょうか。

「私の時刻表」を作りませんか
「よく使う区間、時間帯が決まっているのでその
路線の時刻表だけほしい」「買物や通院に行きた
いが、何時にどこから乗ればいいか分からない」。
そんなとき、あなたの生活に合った「私の時刻表」
を無料で作ります。
電話や窓口で話を聞き、職員が一緒に考えます。
ぜひご利用ください。
◦�必要な物＝お住まいの地区の新しい公共交通マップ
問＝地域政策課��☎（64）0952、各総合支所地域振興課

ふれあいバス・デマンド交通
のルートや利用方法、運行に関
する意見交換などができます。
◦�日時＝年末年始を除く午前9時～
午後9時の2時間以内
◦�場所＝市内で希望する場所で、申
込者が準備
◦�対象＝10人以上の市民・団体
◦�申込期限＝開催日の14日前
��問・�申＝地域政策課��☎（64）0952

自宅
（溝辺町）

GOAL

START

今回が初めてのふれあいバス。自宅から
市役所周辺まで行こうと市へ相談すると

「私の時刻表」を作ってくれました。それに従い
出発。定刻どおりに着いたバスは、入口が低く
乗りやすいですね。運転手さんの笑顔で迎えら
れ、涼しい車内で同乗した友人と話が弾みまし
た。バスからだと、日ごろの景色が違って見え
ます。おいしそうなお店を発見して友人と情報
交換もできました。車だと日ごろ歩くことがない
所を歩くことができて、新しい刺激になりますね。
乗り方やバス停の場所などは、事前に市の

担当者に教わっていたので迷わずに済みました。
10月からのダイヤ改正で移動できる範囲が広が
るそうで、ほかの路線も試してみたいです。料
金はタクシーを使うよりとても安く、移動時間
も満足できる範囲。
近所では高齢者が増え、外出の機会が減っ

たとよく聞きます。自家用車を使うよりたくさん
歩く上、身支度をしたり時間や用件を整理した
りして、健康づくりや認知症予防に大きく期待
できます。この経験を地域で話して、みんなで
もっと利用したいですね。

■新しくなった公共交通マップ
　各地区のマップは地域政策課や各総合支所、市民サービスセン
ター、市ホームページで入手できます。

担
当
職
員

甲
斐 

平た
い
ら（

40
）

公共交通という選択
10年後の交通難民問題を考える

移動時間…往復80分
（待ち時間含む）
料金…往復630円
歩数…往復3,700歩
※ 厚生労働省による健康づくり

計画『健康日本21（第２次）』で
勧める65歳以上の１日の歩数
男性　7,000歩
女性　6,000歩

霧島市ふれあいバス 検索��問＝地域政策課  ☎（64）0952
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若
者
の
視
点
で

市
政
を
問
う

青
少
年
議
会

霧
島
市
青
少
年
議
会
開
催

郷
土
愛
を
深
め
、
政
治
や
選
挙

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

市
と
市
議
会
は
昨
年
か
ら
青
少
年

議
会
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
11
月
３
日
に
開
か
れ
た
第

１
回
青
少
年
議
会
で
は
、
市
内
の

中
学
か
ら
大
学
ま
で
の
25
校
の
う

ち
、
13
校
か
ら
24
人
を
青
少
年
議

員
に
選
出
。
提
言
を
受
け
早
速
、

予
算
化
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
市
の
奨
学
金
が

返
還
免
除
と
な
る
「
霧
島
ふ
る
さ

と
愛
若
者
応
援
事
業
」
や
通
学
路

の
整
備
な
ど
、
８
つ
の
提
言
を
実

現
し
ま
し
た
。

第
２
回
と
な
る
今
年
は
11
校
か

ら
22
人
の
青
少
年
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
選
出
方
法
は
原
則
、

各
校
の
役
員
選
挙
と
兼
ね
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
の
投
票
箱
を
使
う

な
ど
、
実
際
の
選
挙
や
投
票
を
意

識
し
て
い
ま
す
。
議
長
は
交
代
制

で
３
人
置
き
、開
会
前
に
立
候
補
・

抽
選
に
よ
り
決
定
。
議
会
の
仕
組

み
や
議
事
進
行
の
手
順
な
ど
を
市

議
会
の
担
当
者
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。議

長
の
開
会
宣
言
と
共
に
開
会

し
た
議
会
。
冒
頭
の
施
政
方
針
演

説
で
前
田
終
止
市
長
は
「
青
少
年

議
会
は
、
未
来
の
担
い
手
で
あ
る

若
者
の
声
を
真
剣
に
聞
き
、
市
政

に
生
か
す
機
会
。
頂
い
た
提
言
は

き
ち
ん
と
検
討
し
、
市
政
に
反
映

す
べ
き
事
項
は
実
現
し
た
い
」
と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

青
少
年
議
員
た
ち
は
最
初
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
自
分

の
質
疑
の
番
に
な
る
と
堂
々
と
演

壇
に
登
壇
。
ま
ち
の
魅
力
や
知
名

度
を
上
げ
る
取
り
組
み
、
霧
島
の

和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
学
校
周
辺

の
交
通
安
全
対
策
、
就
職
支
援
な

ど
若
者
の
視
点
か
ら
鋭
い
提
言
が

続
き
ま
し
た
。
中
に
は
実
現
ま
で

の
具
体
的
な
期
限
の
再
質
問
も
あ

り
ま
し
た
。

緊
張
の
中
、
ふ
る
さ
と
発
展
へ

の
熱
い
思
い
を
語
っ
た
青
少
年
議

員
た
ち
。
市
は
今
回
頂
い
た
提
言

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今
後

の
市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

※�

青
少
年
議
会
の
議
事
録
は
、
９

月
末
に
教
育
総
務
課
に
設
置
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

◎�

�問
＝
教
育
総
務
課
☎（
64
）０
７

０
６

次
代
を
担
う
青
少
年
が
政
治
に
関
心
を
寄
せ
、

ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
課
題
や

ア
イ
デ
ア
を
提
言
す
る
青
少
年
議
会
が
８
月
20
日
、

霧
島
市
議
会
議
場
で
あ
り
ま
し
た
。

もともと政治に興味があり、青少年議会議員に応募し議長に
立候補しました。

ニュースで若者の政治離れをよく耳にします。その要因の一つに、
政治の仕組みや用語が難しく、「若者には何をしているのか分から
ないのでは」と日ごろから感じていました。そこで学生にも理解でき
るように、行政や議会の情報をメディアなどで広く発信ができない
か提言しました。
昨年の青少年議会では、実現した提言もあり、私たちの声が反
映されることを知りました。今年18歳になり、投票できる年齢にな
ります。この経験を通して、周りの友達に政治は身近なもので、声
を上げれば実現できると伝えていきたいです。

22 人の若者が堂 と々発表したり、議長に立候補したりする姿
を見て、とても頼もしく感じました。

今回印象深かったのは、中学生向けに企業説明会を開催してほ
しいという提言。地元就職を増やし、将来の人口増につなげるため、
中学生のうちに地元企業を知る機会を増やしていきたいですね。
平成28年度の内閣府の調査によると、政治に自分の意見が反

映されていないと感じる人の割合は半数を超えています。霧島市青
少年議会は、提案したものは全て検討し、必要なものは実現に努
めます。
今後も青少年議会などを通して、政治・選挙に関心を持ち、郷

土を含めた社会の形成者としての力を育てていきたいと思います。

国分高校３年

大野�弘
こう
貴
き
君（17）

髙田肥
ひ

文
ふみ

教育長

地域活性化、交通、ごみ問題など幅広い分野で提言、答弁が行われた青少年議会。緊張の中、堂 と々した声で提言を終え、晴れやかな笑
顔を見せる22人の議員たち

第２回

INTERVIEW

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s
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9  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.9, Vol.260 広報きりしま  8



褒めて伸ばすを合言葉に始まった
「キリシマイスター」。
霧島市を大好きな人たち

「キリシマイスター」が認定する、
まちの魅力を紹介します。

霧島商工会議所
創立20周年を記念
し、平 成27年に ノ 
ーベル生理学・医
学賞を受賞した北
里大学特別栄誉教
授、 大 村 智

さとし

さ ん
（82）の講演会が７

月28日、市民会館でありました。人材育成に努め「研究成果は
社会に還元する」などの理念を話し、市内外から訪れた約千人
は熱心に聞き入っていました。

商工会議所創立20周年講演

The Kirishi ma Times
きりしまタイムズ

みんなが
褒め合うまちへ

キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー

徳
田 

浩
一
さ
ん（
隼
人
）

地域のイベントで企画やポスター作成を
お願いしています。すてきなデザインや驚
きのアイデアのオンパレードです。

私は
PRデザイン霧島の
関山さん夫婦を
企画・デザイン

マイスターに認定します。

◎PRデザイン霧島の関山さん夫婦
ポスター制作のほかホームページや動画、
PTA新聞、竹灯籠も作成。思わず目を引く
ようなアイデアを提案します。

企画・デザイン星７つの

キリシマイスター�http://www.kirishimeister.com

キリシマイスター制度の問い合わせは、
霧島PR課（☎64-0705）まで。

キリシマイスター 検索

今月の

Monthly Review

市商工会合併10周年記念事
業の東日本大震災復興支援ラ
イブが７月28日、国分シビッ
クセンターであり、市内在住
のシンガー・ソングライター・
Y

ヨ シ ノ

oshino＆M
マ サ エ

asaeが 震 災 や
家族などをテーマにした自作
曲を熱唱しました。会場は満
員で、訪れた人たちは心に響
く2人の歌声と歌詞に引き込まれ、涙を拭う姿も見られました。
ライブの収益の一部は宮城県名取市へ寄付されました。

復興への思い、
届け東北へ

NPO法人霧島食育研究会が
第１回食育活動表彰で農林水
産大臣賞（食育推進ボランティ
ア部門）を受賞し７月18日、理
事長の千葉しのぶさん（54）が
報告のため市役所を訪れまし
た。同会は食を大切にする文
化を霧島でつくろうと平成16年に設立。「霧島・食の文化祭」の
開催やかごしま郷土料理マイスター講座など1,400回以上の活
動・講演を実施。参加者は延べ11万人を超えます。

食育で農林水産
大臣賞を受賞

広報きりしま  10

７月から８月にかけて市内各地では夏祭りや六月灯
が開催されました。ステージショー、花火などの催し
物や出店があり多くの人でにぎわいました。

７月15、16日の霧島国分夏まつりでは、約6,100人
の踊り連による市民総おどりや国分寺御輿競走などが
行われ、２日間で約13万人が来場。御輿競走を観覧

した隼人町の萬德秋
あき

尚
ひさ

さん（31）さんは「威勢のいい掛
け声と迫力ある走りにびっくり。来年も見に来たい」
と楽しんでいました。日中は、市民総おどりのおはや
しを担当する藤本秀旗社中が市内の福祉施設８か所を
慰問。太鼓や三味線、かねなどのおはやしを披露し、
祭りの雰囲気を届けました。

市内各地で
にぎわう夏祭り

Others Topics
このページ以外の新しい
記事は、市ホームページ
の「まちの話題」でご覧
いただけます。

A L L � K I R I S H I M A

❶熱気あふれる市民総おどり　❷露店を楽しむ来場者　❸1㌧のみこしを担ぐ国分寺御輿競
走（以上、霧島国分夏まつり）　❹灯籠が並び厳かな雰囲気の鹿児島神宮六月灯　❺みぞべ
夏まつりでフラダンスを披露　❻福祉施設を慰問し、おはやしを披露する藤本秀旗社中

❶

❹ ❺ ❻

❷ ❸
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強
烈
な
ア
タ
ッ
ク
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
の
は
、

国
分
南
中
学
校
２
年
の
大お

お

宮み
や

路じ

智ち

夏な
つ

さ

ん
。
平
成
32
年
の
鹿
児
島
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
市
内
の
女
子
選
手

の
中
か
ら
唯
一
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
宮
路
さ
ん

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ミ
ド
ル
ブ
ロ
ッ
カ
ー
。
相
手

の
攻
撃
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
、
速
攻
を
仕
掛
け

た
り
し
ま
す
。

小
学
４
年
の
と
き
、
友
達
の
誘
い
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
た
大
宮
路
さ

ん
。
毎
日
、
ア
タ
ッ
ク
や
レ
シ
ー
ブ
な
ど
の
練

習
、
足
な
ど
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、

同
年
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
ま
す
。
１
５
０
㌢
の

高
身
長
を
生
か
し
て
九
州
大
会
な
ど
数
々
の
試

合
に
出
場
。
６
年
に
な
る
と
エ
ー
ス
と
し
て
も

活
躍
し
ま
す
。

中
学
で
は
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
。

運
動
神
経
の
高
さ
と
少
年
団
で
培
っ
た
ジ
ャ
ン

プ
力
で
す
ぐ
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
り
ま
す
が
、

一
つ
の
壁
に
直
面
し
ま
す
。「
身
長
が
伸
び
悩
み
、

今
の
１
６
３
㌢
は
同
年
代
の
選
手
に
比
べ
る
と

低
い
ほ
う
。
試
合
の
相
手
は
２
、
３
年
生
な
の

で
身
長
も
高
く
ブ
ロ
ッ
ク
や
攻
撃
が
決
ま
ら
な

く
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

身
体
面
の
不
利
は
技
術
力
で
カ
バ
ー
し
よ
う

と
、
努
力
家
な
性
格
で
悔
し
さ
を
晴
ら
し
ま
す
。

両
親
が
録
画
し
た
対
戦
相
手
の
試
合
を
見
て

ボ
ー
ル
を
打
つ
高
さ
や
癖
を
研
究
。
ブ
ロ
ッ
ク

を
跳
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
、
高
身
長
か
ら
の

ア
タ
ッ
ク
に
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
し
て
味
方
に
ボ
ー

ル
を
つ
な
ぎ
、
攻
撃
で
は
視
野
を
広
げ
相
手
の

動
き
を
見
な
が
ら
隙
間
を
狙
い
ま
す
。
そ
し
て

心
強
い
の
が
「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
」
の
存
在
。「
い

つ
も
明
る
い
メ
ン
バ
ー
の
お
か
げ
で
落
ち
込
む

こ
と
な
く
前
へ
進
め
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

「
夢
は
鹿
児
島
国
体
で
活
躍
す
る
こ
と
」
と

力
を
込
め
る
大
宮
路
さ
ん
。
３
年
後
の
大
舞
台

を
夢
見
て
練
習
に
打
ち
込
み
ま
す
。

チ
ー
ム
か
ご
し
ま

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

（
鹿
児
島
国
体
代
表
候
補
選
手
）

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

技
を
磨
き

ハ
ン
デ
ィ
に
勝
つ

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

国分南中学校２年
女子バレーボール部

大
お お

宮
み や

路
じ

 智
ち

夏
な つ

さん（14）
昼休みは部員とバレー
ボールやサッカーを楽し
む。駅伝部でも助っ人と
して活躍。

抜群の身体能力を生かし、3月の九州中学選抜大
会出場、県中学総体３位入賞の原動力になりまし
た。これまで努力してきたことに自信を持って前に
進み、鹿児島県を代表する選手として大きく飛躍
していくことを楽しみにしています。

顧問・山口真一さん（47）
YELL

エール

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

稲
刈りの後はさば寿司で慰労会
をするのが毎年恒例。わが家

の元気が出る料理です」。そう話すの
は霧島田口の太

た
崎
さき
和美さん（61）。

さば寿司は関西や岡山県などの郷土
料理です。タンパク質やＤＨＡなどが
豊富なサバは、脂が乗る秋から冬が旬。
疲れを取ったり、老化を防いだりしま
す。鮮度が落ちるのが早く、冷蔵技術
が無かった江戸時代頃から酢や塩で締
めて運んだといわれています。
調理師の太崎さんが作るさば寿司は、
妻・朋恵さん（40）の好みに合わせ酢飯
が少し酸っぱめ。身が厚く塩気が利い
たサバと、昆布の風味が口に広がりま
す。「こつは締めさばを酢飯に乗せる

前に、空気を抜くように酢飯をぎゅっ
と固めること。空気を抜くことで長持
ちします」と教えてくれます。
慰労会でさば寿司が出るようになっ
たのは、平成９年頃。母・キクエさん
がきっかけでした。田んぼの作付面積
が広く、親戚など14、5人で稲刈りを
するのが恒例。60代で精を出すキク
エさんの疲れを癒やしたいと思ったか
らでした。
「普段は小食な母が慰労会ではたく
さん食べてくれました。息子が作る料
理が格別だったのか、母の『これのお
かげで力が出る』の言葉がうれしかっ
た」
以来、毎年作るようになり、平成

19年にキクエさんが亡くなった後も
「家族に元気を運んでくれる」と作り続
けています。
母を思う気持ちから作ったさば寿司。
今も変わらず稲刈りの疲れを吹き飛ば
してくれます。

疲れを吹き飛ばす「さば寿司」

〈材料〉（約10人分）
サバ…３匹、 米…５合、 酢飯用
の塩…21ｇ、酢飯用の酢…100㏄、
砂糖…100ｇ、みりん…９㏄、昆
布…サバの大きさ分

〈作り方〉
① ３枚におろしたサバに満遍なく

塩を振り２時間冷蔵庫に置く。
② ①を水で洗い、キッチンペー

パーで水気を取り、ひたひたに
なるぐらいの酢に漬ける。サバ
の身が白くなったら酢を拭き取
り、冷蔵庫で１日寝かす。

③ 塩、酢、砂糖、みりんを合わせ、
ご飯に混ぜ酢飯を作る。

④ ③が冷めたら空気を抜くよう
に練り、高さ約５cm、幅をサバ
の大きさに整える。

⑤ 表面の薄皮を剝いだ②を下に
して酢飯を乗せひっくり返す。

⑥ ⑤にキッチンペーパー、す巻き
をかぶせ力を込めて絞り、煮た
昆布を乗せ好みの幅に切る。

FMきりしま
（周波数：76.9MHz）で、
この「思い出の味」を
鹿児島弁で紹介します。
◦�放送日時＝９月14日（木）午後３時

30分〜、○再 ９月15日（金）午前10
時30分〜

◦�コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃん
のかごっま弁で語いもんそぉ」

さば寿司

太
た

崎
さき

 和美さん（61）

霧島田口

Recipe
レシピ

※調理上の注意点　・傷みやすい魚なので、新鮮なものを選ぶ。・自分でさばく場合は、すぐに内臓を取る。
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ク
マ
ノ
ミ
の
お
さ
ん
ぽ

平
原
綾
香
と
開
く

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
扉

平原 綾香　著
映画で使われた曲、小説や漫
画で重要な役割を果たした曲、
思い出の曲などを取り上げ、聴
きどころや感じたことを優しく
つづります。

小路 幸也　著
交番勤務の巡（めぐる）は、女
子高生・あおいが去った後、財
布を見つける。持ち主を捜し始
めた巡は、意外な事実を知る
ことに。

小手鞠 るい　著
第二次世界大戦下、隠れ家に
暮らすユダヤ人の少女・ノエミ
と、学童疎開中の少年・風太。
２人の目から見た戦争を描き
ます。

広部 俊明　写真
海の中には、私たちが知らな
い世界が広がっている。そん
な海の中を、熱帯魚のクマノ
ミと一緒にお散歩できる写真
絵本。

マ
イ・デ
ィ
ア・

ポ
リ
ス
マ
ン

見
上
げ
た
空
は
青
か
っ
た

新

紹

介

刊

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

軍
は
佳
例
川
の
立
元
集
落
の
高
台
や
二
子
塚

に
陣
を
築
き
ま
し
た
。
戦
い
は
七
月
十
五
日

か
ら
始
ま
り
、
都
城
が
陥
落
し
た
七
月
二
四

日
以
降
も
続
き
ま
し
た
。

二
子
塚
に
は
現
在
も
官
軍
が
築
い
た
堡
塁

跡
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
お
り
、
地
元
住
民
の

話
で
は
、
畑
の
耕
作
時
に
鉄
砲
の
弾
が
と
き

ど
き
見
つ
か
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
近
く
に

あ
る
井
之
口
家
旧
住
居
に
は
、
薩
摩
軍
が
襲

撃
し
た
と
き
に
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
「
刀

傷
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
牧
園
地
区
と
横
川
地
区
で
の
戦
い

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

五
月　

九
日	

	

人
吉
攻
防
戦
。
薩
摩
軍
は
陣

容
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
が
、

官
軍
の
多
方
面
か
ら
の
進
撃

に
よ
っ
て
小
林
方
面
に
敗
走
。

六
月
十
九
日	

	

都
城
攻
防
戦
。
七
月
二
四
日

に
都
城
陥
落
。

	

～
こ
の
間
に
市
内
各
地
で
戦
い
が
勃
発
～

八
月
十
五
日	

和
田
越
の
戦
い（
延
岡
市
）。

九
月　

二
日	

	

城
山
包
囲
戦（
鹿
児
島
市
）。

薩
摩
軍
総
勢
三
七
二
人
が
城

山
に
籠
城
。

九
月
二
四
日	

	

城
山
総
攻
撃
。
西
郷
自
決
。

市
内
の
戦
役
跡 

❶
（
春
山
）

七
月
六
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、大
窪
・

春
山
で
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。
重
久
方
面
か

ら
進
軍
し
て
き
た
官
軍
に
対
し
て
、
薩
摩
軍

は
１※

馬
堀
を
即
席
の
２※

堡ほ

塁る
い

と
し
て
利
用
し
て

戦
い
ま
し
た
が
、
圧
倒
的
な
兵
力
と
火
力
の

差
で
敗
退
し
ま
し
た
。

春
山
に
は
現
在
も
薩
摩
軍
の
墓
石
が
残
っ

て
お
り
、
墓
石
に
は
「
明
治
十
丁ひ
の
と

丑う
し

七
月
八

日
戦
死
」
の
文
字
と
隊
長
の
有
屋
俊
成
を
は

じ
め
十
三
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
戦
役
跡	

❷
（
福
山
佳
例
川
）

熊
本
方
面
の
攻
防
戦
に
敗
れ
た
薩
摩
軍
は

都
城
を
基
点
に
官
軍
を
迎
え
る
陣
を
配
置
し

ま
し
た
。
福
山
地
区
に
お
い
て
も
薩
摩
軍
は

財
部
境
（
陣
ケ
丘
）
に
布
陣
し
た
一
方
、
官

今
年
は
国
内
最
後
の
内
戦
「
西
南
の
役
」

が
終
結
し
、
西
郷
隆
盛
が
没
し
て
一
四
〇
年

の
節
目
の
年
で
す
。

今
回
は
、
西
南
の
役
の
経
緯
と
霧
島
で
起

き
た
戦
い
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

西
南
の
役
の
経
緯

明
治
十
年
一
月
二
十
九
日
の
私
学
校
生
に

よ
る
鹿
児
島
市
草
牟
田
の
官
軍
火
薬
庫
襲
撃

が
発
端
と
な
っ
て
、
薩
摩
軍
は
挙
兵
し
ま
し

た
。
戦
い
の
主
な
経
緯
は
次
の
通
り
で
す
。

二
月
十
七
日	

薩
摩
軍
出
陣
。

二
月
二
二
日	

	

熊
本
城
攻
防
戦
。
官
軍
の
籠ろ

う

城じ
ょ
うは
五
十
二
日
間
続
き
、
陥

落
し
な
か
っ
た
。

　
　

〃	
	

植
木
の
戦
い（
熊
本
市
）。
薩

摩
軍
が
勝
利
し
、
官
軍
敗
走
。

二
月
二
五
日	

	

高
瀬
の
戦
い（
熊
本
県
玉
名
市
）。

官
軍
が
兵
力
の
増
加
と
豊
富

な
重
火
器
に
よ
っ
て
優
位
と

な
り
薩
摩
軍
敗
走
。

三
月　

三
日	

	

田
原
坂
の
戦
い（
熊
本
市
）。

西
南
の
役
の
天
王
山
と
な
っ

た
戦
い
で
、
両
軍
の
死
傷
者

は
四
千
人
を
超
え
た
。

※
１　
馬
を
逃
が
さ
な
い
た
め
の
深
い
堀
。

※
２　
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
土
砂
な
ど
で
作
っ
た
陣
地
。

３※

西
郷
隆
盛
と
霧
島 

そ
の
❾

「
西
南
の
役
」と
霧
島
の
戦
役
跡

スマホ用 携帯用

移動図書館しろやま号
昭和45年から運行を開
始。大型車に４千冊、小
型車に1,300冊を乗せ、
図書館から離れた地域、
住宅・団地、小学校など
58か所、配本18か所を
巡回しています。
国分地区の一部の小学

校では２か月に１回おはなし会を開催、緑
りょく

陰
いん

読書や秋のおはな
し会などの出張おはなし会のときに貸し出しも行っています。
⃝�貸出期間＝次の巡回日まで（最長１か月ぐらい）
⃝�貸出冊数＝最高10冊（図書館で借りた
冊数を合わせて）
※�移動図書館巡回スケジュールは、市立
図書館ホームページをご覧ください。
�問＝国分図書館��☎（64）0918

遊びに
来てね

↑
ＭＭ／市川拓司
少女は夜を綴らない／逸木裕
絢爛たる奔流／岩井三四二
光二郎分解日記／大山淳子
歴史はバーで作られる／鯨統一郎
桶狭間の四人／鈴木輝一郎
ネメシスの使者／中山七里
南
み な み

風吹く／森谷明子
バブルノタシナミ／阿川佐和子
今すぐやめさせたい子どもを「ダメな大人」
にする36の悪い習慣／田嶋英子
終わりなき侵入者との戦い／五箇公一
ミツバチの教科書／フォーガス・チャドウィック
マンガでおぼえるコミュニケーション／
齋藤孝
オレンジ色の不思議／斉藤洋
妖怪美術館／広瀬克也
たいふうのひ／武田美穂

イベント名 日　　時［対　象］ 場所/問い合わせ先
ほるとの森おはなし会 9月23日（土・祝）・10月14日（土）14：00 ～ 14：30

国分図書館
☎（64）0918

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 10月 2日（月）10：30 ～ 11：０0

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 10月 7日（土）10：30 ～ 11：30

おはなしの部屋 9月17日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
10月はお休みです。［幼児］［赤ちゃん］ 隼人図書館

☎（43）7574
語りの部屋（語りの会あもり） 10月 8日（日）11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） 9月はお休みです。 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場 9月23日（土・祝）10：00 ～ 11：00 福山図書室
☎（56）2026

隼人図書館

臨時休館のお知らせ
蔵書点検のため次の期間
休館します。

◦�期間＝10月３日（火）〜６日（金）
※ 休館中に図書の返却をする人は、

図書館の入口に返却ポストを設け
ていますので、ご利用ください。
�問＝隼人図書館��☎（43）7574

東九州自動車道

日豊本線

錦江湾

国分駅

霧島神宮駅

●❶

●❷

220

10

504

国分IC

塚脇小

永水小

至
隼
人
町

至福山町

⬅❶�春山に残る薩摩軍
の墓石

❷井之口家旧住居に
残る刀傷➡

官軍

官軍

薩摩軍

薩摩軍

春山
緑地公園

60

2 至
都
城
市

至
都
城
市
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代表者：代表取締役社長　髙木 治邦
操　業：平成15年１月
資本金：７千万円
売上高：30億円（平成28年度12月期）
従業員数（男／女）：207人（141人/66人）
平均年齢：34歳

有給休暇の平均取得日数：5.3日/年
月平均残業時間：40時間
育児休業取得率（男／女）：100％／ 100％（H26 〜 H28年度）
平成29年採用実績（新卒／それ以外）：32人（４人/28人）
初任給：15万円〜 18万円
勤務時間：午前８時〜午後５時（年間休日111日）

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。
このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。
第４回目はマイクロカット㈱社員の立

たて

石
いし

のぞみさん（23）です。
就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

国分上野原テクノパーク12-2��☎（48）5611 http://www.microcut.jp/

精
密
金
具
製
造
で
世
界
最
先
端
の
技
術

を
持
つ
マ
イ
ク
ロ
カ
ッ
ト
㈱
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
機
器
を
駆
使
し
、
社
名
の
と

お
り
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
千
分
の
１
㍉
）

単
位
で
の
複
雑
な
形
状
や
超
小
型
部
品
の
加

工
・
製
造
を
行
い
ま
す
。高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
に
必
要
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
用
接
合
部

品
な
ど
約
３
０
０
種
、
部
品
に
よ
っ
て
は
月

40
万
個
以
上
を
生
産
。
光
通
信
用
金
属
部
品

の
シ
ェ
ア
は
世
界
の
７
割
を
占
め
ま
す
。

平
成
20
年
に
は
鹿
児
島
商
工
会
議
所
が
地

域
振
興
に
貢
献
し
た
企
業
に
贈
る
産
業
経
済

賞
大
賞
を
受
賞
。
平
成
22
年
に
は
※

大
手
信

用
調
査
会
社
か
ら
世
界
シ
ェ
ア
７
割
の
「
日

本
一
」
企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
同
社
は
、
社
員

の
８
割
を
地
元
か
ら
採
用
。
世
界
に
通
用
す

る
も
の
づ
く
り
集
団
を
目
指
し
、
顧
客
の
発

展
を
最
大
の
目
的
と
す
る
経
営
方
針
に
「
胸

を
打
た
れ
入
社
を
志
し
た
」
と
話
す
の
は
、

勤
続
６
年
目
の
立た

て

石い
し

の
ぞ
み
さ
ん（
23
）。
３

次
元
測
定
器
や
顕
微
鏡
な
ど
で
１
日
に
約
60

種
の
製
品
を
測
定
し
、
数
量
確
認
、
梱こ

ん

包ぽ
う

な

ど
出
荷
の
最
終
作
業
を
主
に
行
う
品
質
管
理

部
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
精
密
加
工
す
る
機

械
で
も
、
操
る
の
は
人
間
。
ミ
ス
は
付
き
物

で
す
。
品
質
に
少
し
で
も
疑
問
が
湧
け
ば
、

勇
気
を
持
っ
て
Ｎ
Ｇ
を
出
し
ま
す
。
会
社
の

信
用
に
関
わ
る
大
事
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
、

誇
ら
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

同
社
は
「
大
家
族
主
義
」
を
提
唱
。
年
齢
・

役
職
を
問
わ
ず
業
務
改
善
の
た
め
の
積
極
的

な
提
案
を
促
し
、
業
務
外
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

専
門
技
術
や
知
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
大

学
な
ど
の
協
力
を
得
て
毎
年
１
回
行
う
独
自

の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
も
導
入
。
成
果
は
定
期

昇
給
に
上
乗
せ
さ
れ
、
社
員
の
意
欲
と
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
同
社
が
経

営
す
る
家
族
湯
が
入
り
放
題
と
い
う
温
泉

地
・
霧
島
な
ら
で
は
の
福
利
厚
生
も
。

「
地
元
に
い
な
が
ら
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

貢
献
で
き
る
満
足
感
は
こ
こ
な
ら
で
は
。
採

用
も
多
い
の
で
、
向
上
心
に
あ
ふ
れ
た
後
輩

の
入
社
が
楽
し
み
で
す
」

マイクロカット株式会社� 取材協力企業

光通信用金属部品製造で
世界シェア７割の

日本一企業。

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

映画・ドラマ鑑賞、
試験勉強、

アクセサリー作り
入浴

起床、朝食、弁当作り
退勤

準備・朝礼
通勤

勤務
勤務

昼
食

1日の
タイム
テーブル

◦場所＝国分中央三丁目10-22  2階
◦営業時間＝午前11時〜午後５時、午後６時〜９時
◦ 休日＝日曜
◦ 駐車場＝無し（近くに民間の駐車場あり）
問＝梅乃や��☎（45）8789

お茶とご飯と練り菓子屋  梅乃や

お勧め

地元で世界のビジネスに貢献できる満足感。

梅乃や  霧島 検索

若い社員
が

多く、

活気があ
ります！

マイクロカット㈱品質管理部　立
た て

石
い し

�のぞみさん（23）
国分出身。国分中央高校情報会計科（現在のビジネス情報科）卒業。平成24年入社。
趣味は料理、プロ野球観戦、アクセサリー作り。国分在住。

残業

ワーク

※東京商工リサーチ福岡支社調べ

国 分で生まれ育った私は、なじみの友達
が多い地元で働こうと決めていました。

ソフトバンクホークスの大ファンで、年に５
回は福岡の球場に行きます。溝辺から高速バス
で行けるので、安くて楽ちん。福岡や熊本が時
間的に近いのが霧島市のいいところですね。
休日においしいお店を探すのも好きで、特に
お気に入りなのが国分中央の和風カフェ「梅乃
や」。店内は京都の茶屋を思わせる落ち着いた
雰囲気で、豊富な種類の定食と和洋の甘味がそ
ろい、若い女性を中心に人気です。お勧めはと
ろとろの卵とコクのあるルーが絶妙にからむ
「オムカレー」。わらび餅、シフォンケーキ、ア
イスクリームが入った豪華な「小町パフェ」も
最高。個室や授乳室もあり、よく友人と行きま
す。ほかにも市内にはおしゃれでおいしいお店
がたくさん。皆さんも探してみてください。

vol.4

帰宅、家事手伝い
家族そろって夕食

OFF ON
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健
康
づ
く
り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

全
国
各
地
の
民
舞
研
修
会
に
参
加
す
る
た
び
、
健
康
づ
く

り
の
ほ
か
に
民
舞
の
魅
力
に
も
引
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
例

え
ば
東
北
の
民
舞
は
雪
に
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
足
を
高

く
上
げ
ま
す
。
土
地
柄
や
歴
史
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
る
民
舞

を
踊
る
と
、
そ
の
土
地
の
文
化
が
肌
で
感
じ
ら
れ
と
て
も
感

動
的
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
国
民
文
化
祭
の
ほ
か
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル

な
ど
で
公
演
し
、
鈴
か
け
馬
踊
り
を
は
じ
め
日
本
の
民
舞
の

魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
続
け
る
前
さ
ん
。
何
事
に
も
、

み
ん
な
と
目
線
を
合
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
大
切
と
話
し
、

「
民
舞
も
健
康
体
操
も
、
お
互

い
に
楽
し
め
る
構
成
や
振
り
付

け
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
悩

ん
で
も
思
い
つ
か
ず
、
夜
中
に

布
団
の
中
で
ふ
と
思
い
付
く
こ
と
も
。
す
ぐ
に
起
き
て
踊
ら

な
い
と
気
が
済
ま
な
い
ん
で
す
よ
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

若
い
世
代
に
も
郷
土
民
舞
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

鈴
か
け
馬
踊
り
の
曲
を
自
ら
サ
ン
バ
調
に
編
曲
す
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
意
気
盛
ん
な
前
さ
ん
。
地
域
の
健
康
づ
く
り
と
郷

土
民
舞
の
伝
承
を
通
し
て
、「
楽
し
む
」
こ
と
を
追
求
す
る

元
気
な
声
が
今
日
も
響
き
渡
り
ま
す
。

前 サチ子さん（82）
隼人町出身。元体育教師。教育委員
や社会福祉施設の館長などを務め、
地域の健康づくりに貢献。健康体操
講座などで講師も務める。料理も上
手で、テレビの料理番組に出演して
いたことも。元気の源は毎朝40分
間のウオーキング。

鹿
児
島
神
宮
の
初
午
祭
で
奉
納
さ
れ
、
国
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
鈴
か
け
馬
踊

り
」。
鈴
が
連
な
っ
た
胸
飾
り
と
花
や
錦
で
飾
っ
た
く
ら
を

付
け
た
馬
が
、
太
鼓
や
三
味
線
に
合
わ
せ
て
足
踏
み
し
、
馬

の
動
き
を
表
現
し
た
踊
り
連
が
そ
の
後
ろ
を
練
り
歩
く
、
全

国
で
も
珍
し
い
郷
土
※

民み
ん

舞ぶ

で
す
。

「
上
体
は
伸
ば
し
た
ま
ま
。
も
っ
と
足
を
上
げ
て
、
馬
の

躍
動
感
を
表
現
し
よ
う
」。
踊
り
の
練
習
中
に
明
る
く
元
気

な
声
を
響
か
せ
る
の
は
、郷
土
民み

ん

踊よ
う

研
究
会
さ
わ
や
か
会（
以

下
「
さ
わ
や
か
会
」）
代
表
の
前
サ
チ
子
さ
ん（
82
）。
踊
り

の
構
成
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
会
は
昭
和
62
年
に
発

足
し
、
今
年
で
30
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
10
代
か
ら
80
代
ま

で
の
男
女
約
80
人
が
日
本
各
地
の
郷
土
民
舞
の
保
存
と
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
負
け
ず
嫌
い
で
何
事
に
も
全
力
投
球
」
と
話
す
前
さ
ん

は
と
に
か
く
パ
ワ
フ
ル
。
高
校
時
代
は
陸
上
部
と
演
劇
部
に

所
属
し
ま
す
。
隼
人
町
の
実
家
か
ら
加
治
木
町
の
高
校
ま
で

走
っ
て
通
学
し
、
高
校
２
年
生
か
ら
４
年
連
続
で
国
体
の
１

０
０
㍍
走
へ
出
場
。
演
劇
部
で
培
っ
た
豊
か
な
表
情
で
熱
の

こ
も
っ
た
指
導
を
行
う
一
方
、
軽
快
な
ト
ー
ク
で
周
囲
に
笑

顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

さ
わ
や
か
会
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
は
昭
和
61
年
、
国

体
で
の
活
躍
を
買
わ
れ
、
隼
人
町
教
育
委
員
会
か
ら
地
域
の

健
康
づ
く
り
を
担
う
体
育
指
導
員
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
で
し

た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
に
合
っ
た
健
康

づ
く
り
を
考
え
る
中
、目
を
付
け
た
の
が
民
舞
で
し
た
。「
民

舞
は
高
齢
者
に
な
じ
み
が
あ
り
参
加
し
や
す
い
。
踊
り
に
加

え
、
お
は
や
し
で
大
声
も
出
す
の
で
脳
と
体
を
活
性
化
し
ま

す
。
元
気
が
な
か
っ
た
お
年
寄
り
の
表
情
が
生
き
生
き
と
変

わ
っ
て
い
く
姿
に
、
私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
手
応

え
を
感
じ
ま
す
。

Vol.126THE SCENE

霧島に生きる
❶砂を詰めたペットボトルをダンベル代わりに使った健康体操　❷ハンカ
チを使った健康体操　❸毎年10万人を超える人出でにぎわう鹿児島神宮
の初午祭　❹馬踊りの練習が進むにつれて指導に熱が入る前さん　❺８月
にモンゴルで行われた公演で馬踊りを披露したさわやか会　❻鈴や花、錦
などで華やかに飾られた鈴かけ馬

※各地区で古くから伝えられてきた踊り。

明るい表情があふれる鈴かけ馬踊りの練習風景

❶

❸

❹

❺❻

❷
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す

重
度
心
身
障
が
い
児
、
重
度
心

身
障
が
い
者
や
災
害
遺
児
の
福
祉

増
進
を
目
的
に
、
霧
島
市
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
（
施
設
入
所
者

や
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給

者
は
除
く
）。

受
給
資
格
の
あ
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
度
に
霧

島
市
で
こ
の
手
当
を
受
給
し
た
人

は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

受
給
資
格
＝
10
月
１
日
現
在
、

霧
島
市
に
続
け
て
１
年
以
上
住

所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級

を
持
っ
て
い
る
人

◦�

療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
の

い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育

手
帳
Ｂ
１
を
持
っ
て
い
る
人

◦�

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

持
っ
て
い
る
人

◦�

不
慮
の
事
故
や
災
害
で
父
母
の

両
方
も
し
く
は
一
方
が
死
亡
し

た
義
務
教
育
終
了
前
の
人
。
父

ま
た
は
母
が
婚
姻
関
係
（
事
実

上
の
婚
姻
を
含
む
）
に
至
っ
た

人
は
除
く
。

⃝
�

必
要
な
物
＝
申
請
す
る
人
の
印

鑑（
認
め
印
可
）、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
か
精
神
保
健

福
祉
手
帳
、
本
人
名
義
の
通
帳

⃝
�

手
当
の
額
＝
年
額
１
万
円
（
10

月
１
日
現
在
で
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
か
ら
６
か
月
未
満
の
人

は
５
千
円
）

⃝
�

受
付
期
間
＝
10
月
２
日（
月
）～

13
日（
金
）

◎�
�問・�申
＝
長
寿･

障
害
福
祉
課

☎（
64
）０
８
５
５

井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査

登
録
は
９
月

日
ま
で

国
で
は
、
水
道
法
の
規
制
対
象

と
な
ら
な
い
井
戸
な
ど
の
施
設
は
、

水
質
検
査
を
１
年
に
１
回
行
う
よ

う
勧
め
て
い
ま
す
。

市
で
も
衛
生
確
保
の
た
め
、
管

理
者
に
井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査

の
積
極
的
な
実
施
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
水
質
検
査
は
事
前
登
録

制
で
、
希
望
す
る
人
は
９
月
29
日

（
金
）ま
で
に
登
録
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

⃝
�

登
録
用
紙
配
布
場
所
＝
環
境
衛

生
課
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※�

既
に
登
録
済
み
の
人
や
送
付
先

に
変
更
が
無
い
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
検
査
実
施
時
期
な
ど

は
、
登
録
済
み
の
人
へ
後
日
通

知
し
ま
す
。
検
査
費
用
は
管
理

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善

や
河
川
、
湖こ

沼し
ょ
う、
海
な
ど
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
重
要
な
役
割
を

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　		＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問

し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

回
収
し
た
調
査
票
は
厳
重
に
管

理
し
、
統
計
の
作
成
に
関
す
る
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
☎（
64
）０
９

３
３

認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
よ
う

認
知
症
は
、
若
い
世
代
で
も
発

症
す
る
可
能
性
が
あ
る
脳
の
病
気

で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。

物
忘
れ
、
判
断
・
理
解
力
が
衰

え
る
、
時
間
・
場
所
が
分
か
ら
な

い
な
ど
認
知
症
の
初
期
症
状
が
疑

わ
れ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た

は
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ 

ー
☎（
48
）７
９
７
９

企
画
展

「
西
郷
隆
盛
と
霧
島
」

晩
年
、
霧
島
に
足
し
げ
く
通
っ

た
西
郷
隆
盛
は
、
逸
話
と
共
に
多

く
の
遺
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ

果
た
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使

え
る
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
早

め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
続
に
か
か
る
工
事
費
用
は
自

己
負
担
で
す
が
、
負
担
軽
減
の
た

め
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
下
水
道
課
☎（
46
）７
７
７
８

隼
人
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
・
隼
人
公
民
館

休
館
の
お
知
ら
せ

電
源
設
備
の
改
修
工
事
に
伴
い

停
電
と
な
る
た
め
休
館
し
ま
す
。

⃝
�

休
館
期
間
＝
10
月
６
日（
金
）

午
前
８
時
～
７
日（
土
）
午
後

５
時

◎�

�問
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
８

９
月
下
旬
か
ら

就
業
構
造
基
本
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査
は
国
民
の

就
業
状
態
を
把
握
し
て
、
雇
用
な

ど
の
各
種
政
策
の
立
案
の
資
料
と

な
り
ま
す
。

れ
ら
の
遺
品
や
西
南
の
役
の
錦
絵

な
ど
、
西
郷
に
関
係
す
る
資
料
を

展
示
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
／
場
所
＝
９
月
19
日（
火
）

～
30
日（
土
）／
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
、
10
月
３
日（
火
）～

11
月
12
日（
日
）／
国
分
郷
土
館
、

11
月
14
日
（
火
）
～
１
月
14
日

（
日
）／
隼
人
歴
史
民
俗
資
料

館
◎�

�問
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）０
７

０
８

自
宅
で
歯
科
診
療
が

受
け
ら
れ
ま
す

姶
良
地
区
歯
科
医
師
会
で
は
要

介
護
高
齢
者
な
ど
で
歯
科
治
療
に

通
院
で
き
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
、

訪
問
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

師
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
が

い
な
い
場
合
な
ど
は
姶
良
地
区
歯

科
医
師
会
（
火
曜
は
休
み
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
口
腔
内
に
問
題
を
抱
え
、

寝
た
き
り
な
ど
で
通
院
で
き
な

い
人

※�

診
療
代
と
は
別
に
交
通
費
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
姶
良
地
区
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）４
３
８
８

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝  日時＝３月４日（日）午前８時30分から
⃝  内容＝①マラソン、②ファンラン（8.9㎞）
⃝  定員＝①1万人、②2,500人（申し込み
多数の場合は抽選）

⃝  参加料＝①1万円、②3千円
＝実行委員会事務局  ☎099（803）9622

⃝  期間＝10月７日（土）午前11時～午後８時
⃝  場所＝観音池公園（高城町石山4195）
⃝  料金＝花火大会も同時開催。焼肉は前
売り券（2千円）が必要。コンビニエン
スストアなどで販売中。
＝都城観光協会 ☎0986（23）2460

鹿児島マラソン2018 2017都城焼肉カーニバル鹿児島市 都城市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

⃝  日時＝10月７日（土）午後５時～７時
⃝  場所＝垂水市文化会館（田神2750-1）
⃝  内容＝海上自衛隊佐世保音楽隊による
コンサート（入場無料）
＝垂水市教育委員会社会教育課

☎0994（32）0224

第19回瀬戸口藤吉翁のふるさとコンサート垂水市
⃝  日 時 ＝９月16日（土）、17日（日）午後３
時～９時

⃝  場所＝なぎさ公園あいら（重富漁港横）
⃝  内容＝さまざまな種類のビールを姶
良・北海道のグルメと共に楽しめます。
＝�姶良市観光協会  ☎（66）3111

なぎさのハイカラビール祭姶良市

�問＝霧島市花火大会実行委員会（霧島商工会議所内）�☎（45）0313

9月30日土
午後８時～８時30分

［会場］ 霧島市国分キャンプ海水浴場

6,000発花
火
大
会

霧
島
市

国分中央高校北通り線通行止めのお知らせ

空港方面へのアクセス道路
整備に伴う橋梁工事のため、
国分中央高校北通り線の通行
止めを行います。ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
⃝ 期間＝11月ごろ～平成32年

9月予定
⃝ 場所＝国分市民プール前交

差点～第一工業大学～国分
中央高校前交差点
��問＝都市計画課  ☎（64）0908

至 霧島

至 市民
プール

国分中央
一丁目

向花
五差路

至 国分広瀬

国分駅
入口

第一工業大学

国分中央高校

霧島市役所

ハローワーク
国分

国分中央
病院

◎

通行止め区間

工事区間

国
分
駅

奈
良
田

団
地
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西
郷
ど
ん
命
日
イ
ベ
ン
ト
祭

⃝
�

日
時
＝
９
月
24
日（
日
）午
前
11

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
西
郷
公
園
（
溝
辺
町
麓

８
５
６
－
１
）

⃝
�

内
容
＝
和
太
鼓
演
奏
、
自
顕
流

演
舞
・
体
験
、
出
店
な
ど

◎�

�問
＝
ま
ち
の
駅
・
姶
良
霧
島
ブ

ロ
ッ
ク
会
【
内
山
】
☎
０
９
０

（
８
９
１
３
）６
６
０
９

募
　
集

き
り
し
ま
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

■
自
由
部
門

霧
島
市
の
四
季
に
富
ん
だ
自
然

風
景
、
伝
統
行
事
、
祭
り
、
景
色
、

産
業
、
人
々
の
暮
ら
し
、
環
境
、

ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
を
撮
影
し
た
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

■
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門

飛
行
機
、
空
港
で
働
く
人
々
、

出
会
い
、
別
れ
な
ど
鹿
児
島
空
港

の
魅
力
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

⃝
�

応
募
規
定
＝
平
成
29
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
撮
影

の
未
発
表
作
品
で
単
写
真
の
み

（
組
み
写
真
不
可
）。
被
写
体
が

た
ち
の
深
層
心
理
を
探
る
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
28
日（
木
）午
後
６

時
～
７
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

定
員
＝
３
０
０
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
22
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）

０
７
０
８

高
千
穂
峰
に
登
っ
て

中
秋
の
名
月
を
鑑
賞
し
よ
う

山
頂
で
中
秋
の
名
月
を
鑑
賞
す

る
登
山
を
開
催
し
ま
す
。（
雨
天

中
止
）

⃝
�

日
時
＝
10
月
７
日（
土
）午
後
３

時
50
分
～
８
時
50
分

⃝
�

集
合
場
所
＝
高
千
穂
河
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
前

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
高
千
穂

峰
登
山
経
験
者

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

必
要
な
物
＝
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

防
寒
着
、
弁
当
、
飲
み
物
な
ど

⃝
�

参
加
料
＝
千
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
27
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
市
観
光
協
会
☎（
78
）

２
１
１
５

人
物
の
場
合
は
本
人
の
承
諾
を

得
た
も
の
。
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー

四
つ
切
り
、
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
画
像
処
理
不

可
。

⃝
�

応
募
点
数
＝
各
部
門
１
人
５
点

以
内

⃝
�

出
品
料
＝
１
点
に
つ
き
５
０
０

円
、
た
だ
し
学
生
は
無
料
（
学

生
証
の
写
し
の
添
付
が
必
要
）

⃝
�

応
募
期
間
＝
平
成
30
年
１
月
９

日（
火
）～
26
日（
金
）必
着

※�

入
賞
作
品
の
版
権
、著
作
権
、使

用
権
は
霧
島
市
に
帰
属
し
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
☎（
64
）０
７
１
０

西
南
の
役
一
四
〇
年

記
念
講
演
会

西
南
の
役
で
の
西
郷
隆
盛
や
大

久
保
利
通
た
ち
の
心
情
を
深
層
心

理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
脳
科

学
者
・
中
野
信の

ぶ

子こ

さ
ん
が
「
偉
人

※　		＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

⃝
�

日
時
＝
10
月
24
日
～
12
月
12
日

（
全
て
火
曜
・
全
８
回
）
午
前

10
時
～
正
午

⃝
�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
千
円

【
共
通
事
項
】

⃝
�

受
付
＝
９
月
11
日（
月
）か
ら

※�

講
座
ご
と
に
必
要
な
物
が
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３相

　
談

高
齢
者・
障
が
い
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会

司
法
書
士
が
財
産
管
理
や
福
祉

な
ど
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
10
月
７
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
イ
オ
ン
鹿
児
島
中
央
店

７
階
よ
か
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

（
鹿
児
島
市
中
央
町
10
）

◎�

�問
＝
県
司
法
書
士
会
☎
０
９
９

（
２
５
６
）０
３
３
５
、公
益
社
団

法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ 

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
鹿
児
島
支
部

☎
０
９
９（
２
５
１
）５
８
２
２

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

自
主
講
座　

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座　

■
フ
ラ
ダ
ン
ス（
初・中
級
者
向
け
）

な
じ
み
の
歌
に
乗
っ
て
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
11
日
～
３
月
14
日

（
全
て
水
曜
・
全
10
回
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
13
人
以
上

で
開
講
）

⃝
�

受
講
料
＝
５
千
円�

⃝
�

受
付
＝
９
月
12
日（
火
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

■
太
極
拳
講
座

⃝
�

日
時
＝
10
月
６
日
～
12
月
15
日

（
全
て
金
曜
・
全
10
回
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
男
女

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

⃝
�

日
時
＝
10
月
11
日
～
12
月
20
日

（
全
て
水
曜
・
全
８
回
）
午
後

７
時
～
７
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
千
円

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座

⃝
�

日
時
＝
10
月
23
日
～
12
月
18
日

（
全
て
月
曜
・
全
８
回
）
午
前

９
時
50
分
～
10
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
千
円

■
た
の
し
い
テ
ニ
ス

講座
番号 講　座　名 日　　時 受講料 申込期限

（必着）

32 仕事に役立つワード（夜間）
ステップアップ講座

10/11（水）、12（木）
18:30 ～ 20:30 500円 9/27（水）

23 はじめてのデジカメ
写真加工入門講座

10/17（火）、18（水）
9:30 ～ 15:30 1,000円 10/ 3（火）

昨年のエアポート部門大賞

国際交流員と交流しよう
コース名 内　　　容 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

韓国語教室 道を尋ねたり、案内したりするなどの表
現を韓国語で学びます。※コップ持参。

10/ 5（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
調理講義室

先
着
15
人

無料 10/ 4（水）

中国語教室 中国旅行でホテルに宿泊する際に使え
る中国語を学びます。

10/12（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室 無料 10/11（水）

韓国カルチャー
体験

うちわにハングルを書いて韓国文化を
楽しみます。※ハングルが分からない人
も参加可能です。筆ペン持参。

10/13（金）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室 200円 10/12（木）

English Hour
自分に合ったレベルで、楽しく英語で会
話します。
※参加は１人１つのレベルに限ります。

初級：10/16（月）
18：00 ～ 19：00
中級：10/16（月）
19：10 ～ 20：10
上級：10/23（月）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 初・中級：10/13（金）

上級：10/20（金）

英語で
ティータイム

英語で話をしながらティータイムを過
ごします。

10/18（水）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
調理講義室 無料 10/17（火）

◦対象＝市民　※キャンセルする場合は前日までに連絡してください。　◦申込方法＝電話か市ホームページから
��問・�申＝市民活動推進課  ☎（64）0924

◦申込方法＝往復はがき（１講座１枚）に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送
◦受講決定＝はがきで通知（申し込み多数の場合は抽選）
��問・�申＝メディアセンター��☎（64）0919　〒899-4394��国分中央三丁目45-１

集落ぐるみで鳥獣を寄せ付けない取り組みを
イノシシ・シカなどの鳥獣による被害を防止するために集落内の状況を把握し、集落ぐるみで農作

物を守りましょう。

■対策のポイント
⃝集落内の環境点検

誰も管理していない放任果樹や、放置された野菜くずが餌
になることがあります。やぶやけもの道などの隠れ場所にな
りそうな所はありませんか。

侵入防止柵の設置場所と管理状況は適切で、柵の外側を人
が通れるスペースがありますか。
⃝無意識の餌付けをやめる

餌となる青草を出さないようにあぜやのり面では草刈りを
９月ごろまでに終わらせて、冬場は枯草の状態にしましょう。
田んぼでは、二

ひ

番
こ

穂
ば え

やレンゲを食べさせないように、電気柵
がある田んぼでは収穫後も柵を適切に管理しましょう。
⃝人に慣れさせない

日ごろから見回りや追い払い活動をし、鳥獣が集落に侵入
しないようにしましょう。

⃝農地に近づけさせない。
鳥獣は明るく身を隠せない場所を嫌がります。森林と農地

の間に見通しの良い空間（緩衝帯）をもうけ、集落内の見通
しを良くしましょう。

��問＝農政畜産課  ☎（64）0910、各総合支所産業建設課

23  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.9, Vol.260 広報きりしま  22



c
o

m
m

u
n

i
t

y

特
集
「
睡
眠
事
情
、
異
常
あ

り
」
は
、
睡
眠
に
対
す
る

認
識
や
睡
眠
改
善
へ
の
情
報
な
ど
、

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。「
郷

土
史
の
扉
」
で
は
、
日
本
の
近
代

史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
火
薬

製
造
所
が
実
家
近
く
の
敷
根
に

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
福
山
に
帰
省
し
た
と

き
に
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
よ
か
と
こ
霧
島
市
49
歳
男
性
）

●

睡
眠
の
特
集
を
読
ん
で
、
あ

ら
た
め
て
睡
眠
と
向
き

合
っ
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
育
ち
盛
り
の
こ
ろ
は
子

育
て
が
忙
し
く
、
十
分
に
睡
眠
を

取
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
は
自
分
の
こ
と
が
中
心
で
、
生

活
の
リ
ズ
ム
も
で
き
て
い
る
の
で

朝
の
目
覚
め
も
良
く
、
毎
日
７
、

８
時
間
の
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
れ

て
い
ま
す
。
隠
れ
不
眠
チ
ェ
ッ
ク

は
当
て
は
ま
る
項
目
も
な
く
、

し
っ
か
り
眠
れ
て
い
る
と
思
う
こ

と
で
し
た
。
快
眠
の
心
得
12
か
条

を
守
っ
て
、
睡
眠
の
質
が
高
ま
る

よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｍ
56
歳
女
性
）

●

睡
眠
特
集
に
は
た
く
さ
ん
の
お

便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
さ

寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
季
節
の
変
わ

り
目
の
寝
冷
え
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
ね
。

実
家
に
愛
犬
と
帰
省
し
て
い

た
早
朝
５
時
。
不
注
意
か

ら
愛
犬
が
脱
走
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
自
治
会
長
さ
ん
や
保
健
所
、

霧
島
警
察
署
に
も
連
絡
し
、
必
死

で
探
し
ま
し
た
。
探
し
て
い
る
間
、

涙
が
止
ま
ら
ず
、「
も
う
会
え
な

い
か
も
」
と
悪
い
こ
と
ば
か
り
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
５
時
間
半

後
、
保
健
所
か
ら
「
警
察
署
で
犬

が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
の
連

絡
が
あ
り
、
急
い
で
向
か
い
ま
し

た
。
女
性
が
保
護
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
の
こ
と
で
、
お
礼
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
が
、

「
私
も
犬
が
好
き
な
の
で
」
と
名

乗
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
雨

の
中
、
保
護
し
て
く
だ
さ
り
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
の
優
し
さ
と
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
動
し
ま
し
た
。（
Ｋ

Ｈ
52
歳
女
性
）

●

脱
走
し
た
も
の
の
、
慣
れ
な
い

土
地
で
愛
犬
も
心
細
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
見
つ
か
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
ね
。

こ
の
春
か
ら
長
女
が
国
分
南

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

に
通
い
始
め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

と
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
心
配
し
て
い
た
片
道
５

㌔
の
自
転
車
通
学
だ
け
は
持
ち
前

の
根
性
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
必

死
に
自
転
車
を
こ
ぐ
姿
を
見
守
り

な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
と

成
長
を
感
じ
る
日
々
で
す
。
で
も
、

靴
ひ
も
が
自
転
車
に
絡
ま
っ
て
動

け
な
く
な
っ
た
り
、
自
転
車
の
荷

台
か
ら
通
学
か
ば
ん
が
落
ち
て
し

ま
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
場
面
で
通
り
か
か
っ
た
地

域
や
自
衛
隊
の
方
々
が
、
長
女
に

優
し
く
声
を
掛
け
て
助
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
こ
ゆ
き
母

47
歳
女
性
）

●

娘
さ
ん
頑
張
っ
て
ま
す
ね
。
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は

地
域
の
絆
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

立
秋
と
は
い
え
、
今
年
は
大

変
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま

す
ね
。
私
は
先
月
、
夏
の
特
別
な

寒
さ
と
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。

７
月
10
日
午
前
４
時
40
分
、
気
温

３
℃
。
富
士
山
の
山
頂
で
朝
を
迎

え
ま
し
た
。
か
じ
か
む
手
で
膝
を

抱
え
な
が
ら
日
の
出
を
待
ち
ま
し

た
。
徐
々
に
空
が
赤
く
染
ま
り
、

聞
こ
え
て
く
る
歓
声
、
手
を
合
わ

せ
て
拝
む
人
、
大
勢
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
来
光
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
た
富
士
山
登
山
。

何
も
か
も
が
感
動
的
で
し
た
。
こ

う
し
て
楽
し
み
と
感
動
を
味
わ
え

る
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ
ず
、
次
は

「
中
秋
の
名
月
・
高
千
穂
満
月
登

山
」
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
山

頂
で
名
月
を
楽
し
め
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。（
ｍ
・
ｋ
ｏ
ｒ

ｉ
65
歳
男
性
）

●

高
千
穂
満
月
登
山
は
10
月
７
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市
観
光
協

会
（
☎
78
－
２
１
１
５
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
の
日
常
生
活
に
は
杖
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
視
覚
障
害

で
は
な
い
の
で
、
杖
の
色
は
白
で

は
な
く
黒
。
運
転
手
に
は
分
か
り

づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、
横
断
歩
道

で
は
な
か
な
か
停
車
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
先
日
の
夕
方
、
信
号
機

の
な
い
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
車

の
通
過
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
車
が
途
切
れ

ま
せ
ん
。
す
る
と
、
20
歳
前
後
の

青
年
が
横
断
歩
道
に
出
て
、
左
右

か
ら
来
る
車
を
止
め
て
私
が
渡
れ

る
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
渡

り
終
え
て
お
礼
を
言
お
う
と
し
た

ら
、
す
で
に
立
ち
去
っ
て
い
ま
し

の
著
書
を
も
う
一
度
読
ん
で
、
私

自
身
の
人
生
の
教
訓
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
ひ
ま
わ
り
娘
54
歳

女
性
）

●

最
後
ま
で
現
役
で
活
躍
さ
れ
た

日
野
原
さ
ん
の
著
書
は
図
書
館
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
立
図

書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で

き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
空
港
で
広
報
き
り
し

ま
に
目
が
留
ま
り
、
そ
の

質
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
市
役

所
か
ら
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
は
な

く
、
特
集
記
事
や
ド
リ
ー
ム
な
ど

の
各
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
絵
は

が
き
や
ク
ー
ポ
ン
券
も
付
い
て
い

た
。
私
の
心
は
感
謝
の
気
持
ち
で

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
、
こ
の
世
も

捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。（
く
ま
り
ん
ご
66
歳
男
性
）

●

青
年
の
優
し
さ
が
身
に
染
み
ま

す
ね
。
車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
も
、
こ
の
優
し
さ
が
広
が
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。

１
０
５
歳
の
医
師
、
日
野
原

重
明
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
先
生
の
講
演
会
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
幾
多
の
苦
難
を
感
じ
さ
せ
ず
、

先
生
の
人
生
そ
の
も
の
を
象
徴
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
穏
や
か
な
表

情
で
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りは綴じ込みのはがき、ファクス（0995
－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りください。

POST CARD

KIRISHIMA CITY

2017
Readers
Voice

読者の皆さんからの

声を伝えるコーナー
です。

「産前産後乗り切り講座」
参加者募集

2

017.9

て
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
読
み
た
く
な

る
本
当
に
内
容
の
濃
い
広
報
誌
で

す
ね
。
市
外
に
住
ん
で
い
る
私
で

す
が
、
広
報
き
り
し
ま
を
毎
月
読

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
み

い
ち
ゃ
ん
55
歳
女
性
）

●

褒
め
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
き
り
し
ま
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
31
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

妊婦さんや産後の人、その家族、産前産後のサ
ポートに興味がある人を対象にした講座です。
出産後、スムーズに育児をスタートするために
は、妊娠中から赤ちゃんのいる生活をイメージし
ておくことが大切です。育児が始まっている人も、
先の見通しを立てられるように、実際に困ってい
ることへの解決方法やサポート情報などを提供し
ます。

出産・子育てが待ち遠しい
楽しみながら学べる２日間

１日目（午前９時～午後１時）
◦�家族の安心が見える、産後乗り越えチャートの
作成
◦�ステップが見える産後養生の話
◦�産前産後の心と体との付き合い方
◦�栄養士の話
◦�ランチ交流会
２日目（午前９時～正午）
◦�退院後も迷わないための母乳育児の話
◦�赤ちゃんの抱っこのこつ
◦�子育ての今と昔の話
◦�保育士による成長に合わせた遊びの工夫や、上
の子の赤ちゃん返りへの対応

⃝受講料
�2,500円（資料代、交流会ランチ代込み、初日に
受け付けで支払う）

⃝必要な物
�母子手帳、動きやすい服装、筆記用具、飲み物

⃝会場
Hug∞hag～はぐはぐ～��隼人町姫城663

⃝日程

⃝申し込み方法
�開催日の３日前までに「申し
込みフォーム」（右の二次元
コード）から、またはメール
で申し込みください。
申し込みフォーム
https://ws.formzu.net/fgen/s60824309/
メール
msc.kagoshima@gmail.com
�問＝マタニティサポートカフェ鹿児島

☎090（9791）8051

10月
6日㈮
25日㈬

11月
9日㈭
29日㈬

12月
1日㈮
20日㈬

１月
18日㈭
24日㈬

1日目
2日目

曽山 泰秀さん （国分）
【撮影データ】絞り13、シャッター1/24、ISO200

初秋の彩り

25  Kirishima City Public Relations, Japan  2017.9, Vol.260 広報きりしま  24

c
o

m
m

u
n

i
t

y



9PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

人
が
住
む
必
要
条
件

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

国
勢
調
査
の
結
果
を
基
に
、

本
市
が
独
自
に
調
査
し
た
20
歳

以
下
の
市
民
の
割
合
は
、
県
内

で
最
も
高
い
21
％
と
い
う
数
値

を
示
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

霧
島
市
ふ
る
さ
と
創
生
総
合
戦

略
に
掲
げ
ま
し
た
２
０
６
０
年

の
人
口
目
標
13
万
人
の
達
成
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
進

め
て
お
り
、
企
業
誘
致
も
そ
の

一
つ
で
す
。

職
員
と
一
丸
と
な
り
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
繰
り
返
し
て
誘

致
が
実
現
し
た
日
本
郵
便
の

「
鹿
児
島
郵
便
局
」
が
、
ゆ
う

パ
ッ
ク
や
郵
便
物
を
取
り
扱
う

南
九
州
最
大
の
郵
便
・
物
流
拠

点
と
し
て
８
月
14
日
、
隼
人
地

区
の
小
田
工
業
団
地
に
開
局
い

た
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
中
央
駅

の
隣
に
あ
る
鹿
児
島
中
央
郵
便

局
の
集
約
や
配
送
の
機
能
が
全

面
移
転
し
た
も
の
で
、
従
業
員

数
は
約
３
５
０
人
。
う
ち
新
規

雇
用
者
は
約
１
８
０
人
に
も
上

り
、
合
併
後
最
大
規
模
の
雇
用

創
出
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
の
発
展
に
さ
ら
な
る
弾
み
が

つ
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
雇
用
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
人
が
住
み
続
け
る
た

め
に
必
要
な
条
件
で
す
。「
働

け
る
ま
ち
霧
島
市
」
の
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
全
開
で
さ
ら
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,423人（－284）◎世帯数／60,379世帯（－308）
・男性60,774人（－275）　・65,649人（－9）　・出生96人 ・死亡90人 ・転入347人 ・転出632人 （平成29年８月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

重久への取材で車を確保できず、初めてふれあいバスで取材へ。路
線図と時刻表で間に合うか確認。2時間半で無事帰庁できまし

た。時間の制約を逆手に取って、普段より段取りが良かった気が。「ラーメ
ン屋に寄り道しなかったね」と上司に褒め言葉までいただきました（川床）

はだしのナイター運動会」の取材でのこと。文字通り夜にはだしで行
われる運動会で、隼人地区などの女性団体が参加し今年で37回

目です。風船をお尻で割るゲームなど楽しむ姿や、歓声を上げる観客に
私も笑顔。運動は苦手ですが、こんな運動会なら参加してみたい（土井）

中学、高校と約6㎞の自転車通学。秋になると日暮れが早く、部活
動を終えて帰る山道は真っ暗。昔のライトはタイヤの回転で点灯す

る。坂道になるとペダルが重く、ライトも薄暗い。暗いと怖い。怖いので
大声で歌う。必死にペダルをこいだ30数年前を思い出します（上小園）

先日、よわい32にして生まれて初めて東京へ１人で行くことに…東京
なる所、天にも届くかのごとき屋敷、多々在りて、人の多きこと鹿

児島神宮初午祭のごとし。特に渋谷のスクランブル交差点なる所、直
進すること至難の業なり…無事に帰り着いてほっとしました（森本）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebook

城山公園の屋外ステージの先にある展
望所から見た夕日です。日没に間に合
うか微妙な時間でしたがぎりぎりセー
フ。「秋の日はつるべ落とし」と言います
が、見る見るうちに沈んでいき、西の空
が真っ赤に染まるとオレンジ色の太陽
がくっきりと浮かび上がりました。展望
所からは国分平野や霧島の山々が一
望できます。白い塔にある展望台から
の眺めも良いですが、隠れた展望ス
ポットにもお出掛けください（上小園）

真っ赤に染まる�（国分上小川）
８月20日　午後６時44分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70 〜200㎜
F2.8　1/800s　 F5.6　 ISO200

今月の表紙

平
成
26
年
２
月
に
霧
島
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
霧
島
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

に
介
護
予
防
講
演
会
の
講
師
と
し
て
お
招
き
い
た
だ
い
た
の
が
霧
島
市
と
の
ご
縁
の
始
ま
り

で
し
た
。
私
の
講
演
の
前
に
「
た
け
ち
ゃ
ん
一
座
」
と
い
う
地
元
の
福
祉
関
係
者
に
よ
る
認

知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
が
あ
り
ま
し
た
。
素
人
と
は
思
え
な
い
熱
演
ぶ
り
に
会
場
が
笑

い
と
涙
に
包
ま
れ
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
の
中
で
講
演
が
で
き
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。

講
演
で
は
、
放
送
開
始
か
ら
約
20
年
と
な
る
、
私
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
生
島
ヒ
ロ
シ
の
お
は

よ
う
一
直
線
」
の
中
で
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関
わ
る
権
威
あ
る
先

生
方
や
専
門
家
の
皆
さ
ま
か
ら
お
聴
き
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
番
組
に
寄
せ
ら
れ
る
リ
ス

ナ
ー
の
皆
さ
ま
の
声
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
悩
み
に
寄
り

添
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
が
終
わ
り
、楽
屋
に
帰
る
と
、前
田
市
長
が
満
面
の
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
に
来
ら
れ
、「
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
さ
す
が
で
す
。
良
か
っ
た
」
と
褒
め
た
上
で
「
お
願
い
が
あ
る
。
あ
な
た

の
情
報
発
信
力
で
霧
島
市
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ぜ
ひ
と
も
霧
島
市
の
大

使
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
切
り
出
さ
れ
た
。
勢
い
で
「
は
い
。
頑
張
り
ま
す
」
と
言
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
多
く
の
政
治
家
に
お
会
い
し
ま
す
が
、
温
か
み
と
す
ご
み
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
コ
テ
コ
テ
政
治
家
」
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し

ま
し
た
。

東
京
に
帰
り
、
霧
島
市
を
忘
れ
る
頃
に
な
る
と
、
こ
の
「
広
報
き
り
し
ま
」
が
届
き
ま
す
。

行
政
が
発
行
す
る
広
報
誌
と
は
思
え
な
い
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
読
み
応
え
の
あ
る
内
容

に
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
霧
島
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
、
褒
め
あ
う
ま
ち
「
キ
リ
シ
マ
イ
ス

タ
ー
」
も
優
れ
も
の
で
す
。
褒
め
合
う
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
気
が
付
く
と
大
使
ま
で
引
き

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
可
能
性
あ
ふ
れ
る
霧
島
市
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

生島�ヒロシさん（66）
宮城県気仙沼市出身。フリーアナウンサー、ラジオパーソナリティー、タレント。東北
福祉大学客員教授、高齢者交通事故防止アドバイザー（警視庁）、ファイナンシャルプ
ランナーや福祉住環境コーディネーターの資格を持ち、健康や福祉、金融や人生をテー
マにした講演を精力的に行っている。株式会社生島企画室所属。

褒め合うまち・霧島市

おじゃんせ霧島大使

一番印象深かった、鹿児島空港から眺める高千穂峰

いつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

◎ お便りをくださった方の中から、霧島ホテルより「黒豚しゃぶ鍋付硫黄谷会席と温泉日帰り券」
のペアチケットを２人の方にプレゼント。応募締め切りは9月22日（金）。当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

霧島市公式ホームページ��http://www.city-kirishima.jp

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

九州でも珍しいほどの規模を誇る掛け流し天然温泉「硫黄谷庭園大浴
場」や樹齢100年以上の杉が群生する「百年杉庭園」の散策、ホテルオリ
ジナル会席料理など、大自然に囲まれた至福のひとときをお過ごしくだ
さい。今年７月には新部屋タイプ「和風ツイン」が新登場。ますます元気
な霧島ホテルへぜひお越しくださいませ。

「黒豚しゃぶ鍋付硫黄谷会席と温泉日帰り券」（料理＋入浴＋休憩）
ペアチケットをプレゼント

霧島ホテル 検索
牧園町高千穂3948��☎�（78）2121
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